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はじめに
　本研究の目的は、日本の伝統工芸の一つ
である神
しん
祇
ぎ
有
ゆう
職
そく
工
こう
芸
げい
の伝統の継承について、
職人に焦点をあてて考察することにある。
　神祇有職工芸とは、『広辞苑』によると「平
安時代に貴族によって作られた決まりに基
づいて作製される、宮中行事や神事の際に
用いられる調度品」と定義され、日本固有
の宗教である神道や有職に則った宮廷儀式
を継承する皇室と深く結びついた神祇調度
品や有職装束の製造に関わる伝統工芸であ
る［新村（編）2008：934、1439、2859］。
　本研究では、神祇有職工芸の一つである
神祇有職型摺込を扱う堀内商店の事例を中
心に、伝統工芸の継承について考察する。
神祇有職型摺込は、木の皮の上に布を置き、
草花の汁を摺りつけて緑の文様を表す「朽
木」という手法から誕生した、平安朝期か
ら続く伝統的な技術である。紋が彫られた
型紙の上から染料を布に刷毛で摺込ませ模
様を描く、この型摺込の技法は、宮中儀礼
や伊勢神宮の遷宮などに使われる伝統的な
装束や調度品に使用される。堀内商店は、
この神祇有職型摺込を扱う京都で唯一の工
房である。
　日本の伝統工芸の継承をめぐる既存の研
究は、大きく三つに分けられる。第一は、
伝統工芸とは具体的にどのようなものであ
るかを提示し、その起源や継承を歴史的ま
たは実態的に辿る研究である。第二は、伝
統工芸とその継承について、職人や製造業
者に焦点をあて、後継者育成の視点から論
じる研究である。そして第三は、近代の工
芸の成立と継承を、近代国民国家における
ナショナリズムと伝統の創造という視点か
ら論じる研究である。
　神祇有職工芸に関するこれまでの研究は、
工芸品の由来や種類、用途について論じる
歴史的視点に立った第一の視点によるもの
がほとんどであった。近代における神祇有
職工芸の伝統の確立についての考察や、神
祇有職工芸を製造する職人に焦点を当てた
論考も、その技術継承についての研究も、
あまり多くはない。
　そこで本研究では、普段表に出ることの
ない職人たちがどのような思いでその技術
を引き継いでいこうとしているか明らかに
すると共に、近代における「伝統」の確立
という視点から、神祇有職工芸の伝統継承
のあり方を考える。
第Ⅰ章　 神祇有職工芸と「伝統」の継承を
めぐる先行研究
第１節　神祇有職工芸に関する先行研究
（１） 神祇有職工芸の種類・用途・技術に
ついての研究
　有職工芸の種類や用途について網羅的に
記述した解説書として、手塚道男の『神祇
有職故実　図絵』が挙げられる。これは神
祇有職工芸について、図を用いて詳細に記
された唯一の総合的な文献である。本書に
序文を寄せた当時の神社本庁調査部長の岡
田米夫は、「神社の境内・社殿及び殿内に
整備されている神宝・調度・御装束・祭器
具、或は祭祀に携わる人々の服飾から行事
作法等に至る伝統というものは、一朝一タ
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に成ったものでなく、深くて広い日本文化
の伝統につながりを持つものである」と述
べ、「戦前戦後の特殊事情下に於て、永く
放任されていた社頭の整備は、今こそ着手
せられるべく、これが振興のためには、有
職故実に叶うようにしてこそ、初めて文化
の伝統に即し得るといえる」として、この
著書が日本の神社において活用されていく
ことを期待している［岡田1953：1］。実
際に、今も有職工芸の製作にあたっては、
本書の最新版が活用されている。
　また、北村哲郎の「近世有職織物の基礎
研究」は、神祇有職工芸の一つである有職
織物について、素材や寸法、織り技法など
を詳しく記している。これは、有職織物研
究の基礎資料にするためにまとめた北村自
身の研究ノートで、近世染職の研究におい
て重要な資料である。
（２） 神祇有職工芸の伝統と再生について
の歴史的研究
　神祇有職工芸の伝統と再生については、
御装束調進方高田家を受け継いだ高田倭男
の「有職織物の伝統と再生―故井上清氏寄
贈資料によせて」がある。高田は神祇有職
工芸が明治期に一度衰退し、そこからどう
再生に至ったのかを以下のようにまとめて
いる。
　明治以前は、宮中装束の調進は御寮織物
司 2 に任命された人々を中心として行われ
ていた。しかし、明治維新後に宮中装束調
進の管掌は廃止され、それ以後は宮内省 1
が取り扱うことになり、御寮織物司の制度
も解消された。御寮織物司六家は井関家一
家を残して廃業することとなった。その結
果、宮廷で用いられる織物製作の伝統も消
減の危機に瀕し、高田家が必要とする織物
の調達は困難を極めた。高田家はその御
神宝装束製作のため、1887年（明治20年）、
東京に織物工場を設け、選りすぐった織工
を西陣から派遣してもらい、そこで必要な
織物を製織し調進することができた［高田
1998：8］。
　この論文には、井上清という1899年（明
治32年）から1936年（昭和11年）まで造
神宮使庁を中心に勤務し、宮内省嘱託など
を務めた人物が、社寺所蔵の宝物や美術品
などを調査、実測した資料が用いられてい
る。井上の残した資料が、この分野の研究
や製作見本として、神祇有職工芸の伝統と
再生に大きく貢献したと、高田は評価して
いる。
（３） 近代における御装束神宝の再生と継
承システムの確立を論じる研究
　木田拓也は、『工芸とナショナリズムの
近代』で、近代国家の成立によって「工芸」
の概念が誕生し、その再生と継承のシステ
ムが確立したことを検証している。
　明治以降、宮廷生活そのものが欧風化さ
れ、宮中での調度や服装が旧来の様式から
は大きく変容した。そのため、1929年（昭
和4年）の遷宮に際しては、「御装束神宝
古儀調査会」が組織され、『儀式帳』３（804
年・延暦23年）、『延喜太神宮式』４（927年・
延長5年）、『長暦太政官符』５（937年・承
平7年）、『嘉元太政官符』（1304年・嘉元2年）
などの古文書をあらためて検証し、調進さ
れるべき御装束神宝の品目、寸法、材料な
どが細かく定められた。現代では、御装束
神宝は御装束神宝古儀調査会によって作成
された設計図に従って厳密に製作すること
が要求され、忠実な模造の連鎖のためのプ
ログラムが確立している。こうして、複製
の連鎖によって再生を繰り返すという継承
システムが構築されたことで、そこに創作
的要素や時代的要素が入り込むことを拒絶
しながら、「日本的なもの」が維持されて
きたのである［木田2014：179-180］。
第２節　伝統工芸の継承をめぐる研究
（１） 伝統工芸の継承を歴史的または実態
的に論じる研究
　柴田徳文は「伝統文化の継承と発展：伝
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統工芸の将来」で、伝統工芸の継承につい
て検討している。伝統工芸は日本では衰退
の傾向にある。その最大の原因は今日的
ニーズに適合しなくなっていることだとい
う。柴田は、伝統工芸を美術品としての伝
統工芸品、大衆消費財としての伝統工芸品、
高級消費財としての伝統工芸品という三つ
に分けて検討し、いずれも存続・発展の方
途が十分存在すると論じている。ニーズへ
の適合は努力によって解決可能であり、努
力のない産業は未来がないと指摘している
［柴田2014：72－80］。
　中泉啓は「伝統工芸と伝統の継承の考察」
で、伝統工芸の世界における様々な課題の
一つとして後継者の育成と伝統の継承をあ
げている。中泉は、陶磁器の10産地（笠
間焼、備前焼、萩焼、赤津焼、沖縄陶器、
小鹿田焼、伊万里鍋島焼、信楽焼、京焼 ･
清水焼、益子焼）における実態調査の結果
から、窯元や作家たちの伝統の継承や後継
者に関する意識を捉え、伝統工芸品の後継
者をめぐる問題は、工芸に携わる人の仕事
の問題であると共に各産地の伝統をいかに
して継承するかという産地の伝統の問題と
も関わると論じている。そして、個人の仕
事の継承と産地としての伝統の継承をうま
く重ね、対応することが、伝統工芸にとっ
て重要なテーマであると述べている［中泉
2014：1－24］。
　
（２） 伝統工芸の後継者育成の実例から論
じる研究
　吉岡健治と清水久美子の「京鹿の子絞り
の振興と伝統技術の継承―京都絞り工芸館
の取り組みを通して」は、日本で古くから
行われてきた染織法の一つである「京鹿の
子絞り」の復興と伝統技術の継承・育成を
目標に、京都絞り工芸館 6 を中心に試みら
れてきた取り組みについて報告し、伝統産
業の今後のあり方や課題を考察している。
吉岡と清水は、京都絞りフェアの開催や京
都絞り工芸館の開設によって技術を一般公
開することで人々の注目を集め、作品を残
すことで職人の育成と新技術の開発をはか
り、製造直販への流通改革を行ったと報告
している。さらに、京鹿の子絞りは、デザ
イン性を高めることで、その用途を洋服や
インテリアなどに広げることが出来るとま
とめている［吉岡・清水2011：107－127］。
　高橋博樹は「京都伝統工芸の継承と活性
化を目指して」で、京都伝統工芸大学校７、
NPO 法人京都匠塾８、匠塾による子ども向
け体験教室について報告し、職人を夢見る
若者が多いにもかかわらず後継者不足が一
向に解消されないのは、工房や現場の職人
が若者を雇えないことが最大の原因であり、
このような状況を生み出した背景に、工芸
業界のしくみが関係していると論じている。
京都の伝統工芸の業界では、職人よりも問
屋の方が上の立場という構造が完成してお
り、職人は自分の工房で弟子をとる経済的
余裕がなくなってしまっている。この構造
を変えるのは難しく、職人は仕事に対する
正当な対価を得ることが困難な状態にある。
この状況を打破するためには、職人の意識
や買う側の意識を変えていく必要があり、
工芸業界だけでなく、教育分野、まちづく
りなどを通して新たな変化が生み出される
と高橋は論じている［高橋2010：21－27］。
　
（３）「伝統」の創造から論じる研究
　樋田豊次郎は、『工芸家「伝統」の生産者』
において、「伝統文化という概念は、幕末
の開国によって、西洋文化に対峙させるべ
き独自な日本文化という存在が求められだ
したときに発明されたのだろう」としてい
る［樋田2004：43］。それ故に、伝統文化
は単なる概念ではなく、美術、芸能、工芸、
文学などの昔ながらのものを一纏めにして、
それを日本的なものに仕立てようとする一
個の理念だったのである［樋田2004：43］。
しかし、理念として「伝統文化」が創出さ
れたといっても、実際には枠組みが出来た
だけであって、中身は各分野が埋めるしか
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なかった。
　工芸が伝統文化を表現しはじめたのは明
治初期であるが、国粋主義に基づく伝統文
化の理念が登場してから、皇室の威光によ
り、日本画や工芸の伝統文化は日本文化と
して正統性を保証することが考えだされた。
これ以降、工芸における伝統文化は、古社
寺保存法（国宝指定）から文化財保護法（人
間国宝の認定）など、政府が押し進めた伝
統文化の制度化によって方向付けられて
いった［樋田2004：44-45］。
　また、前節に記した木田の『工芸とナ
ショナリズムの近代』でも、工芸の概念が
近代国家の成立にともなって確立したこと
を検証し、御装束神宝の「伝統文化」化に
ついても論じている。
第Ⅱ章　近代天皇制と神祇有職工芸
　
　本章では、大政奉還後に天皇が東京に奠
都した後、天皇制が近代化されたことで神
祇有職工芸にどのような影響を与えたのか
を考察していく。
第１節　近代天皇制と宮中行事
　近代天皇制における宮中行事は、1889
年（明治22年）に施行された『皇室典範』
（以下旧皇室典範）によって定められた。『旧
皇室典範』は、皇位継承順位など皇室に関
する制度・構成等について規定していた家
憲で、大日本帝国憲法と同格の法規とみな
されていた。1947年（昭和22年）に『旧
皇室典範』は廃止され、新たに法律として
制定された『皇室典範』（昭和22年1月16
日法律第3号）が施行された。1947年に制
定された『皇室典範』には、宮中儀礼につ
いての項目が削除されている。しかし、現
在も宮中行事は『旧皇室典範』の規定に則
り執り行われている。
　『旧皇室典範』が定められた後、それま
で一般公開されず庶民には目の届かぬとこ
ろで執り行われていた宮中行事は大々的に
公開されるようになり、それまで隠されて
きた皇室は、現在のように一般に公開され
る「見せる皇室」へと皇室のあり方を変化
させていった。そこには、宮中儀礼を「見
せる」ことにより、日本が1000年以上伝
統を引き継いできた歴史ある国家であるこ
とを国外に示す目的もあったと考えられる。
　明治期に入ると世界に遅れを取るまいと
急速に西洋化が進み、西洋の文化も多く日
本国内に輸入された。宮中の服装も洋装に
変化し、皇族の男性の礼服は燕尾服へと変
化していった。多くのものが洋風に変化し
ていく中で、有職に則った宮中の冠婚葬祭
や儀礼に使われる道具や装束を作り、宮中
儀礼を陰から支え続けているのが神祇有職
工芸の職人たちであった。
第２節　天皇の葬儀
　天皇の葬儀も明治期には「見せる皇室」
の一つとなっていった。
　1912年（明治45年）7月20日に宮内省
が官報に明治天皇が重体であることを伝え、
この日から明治天皇の逝去した30日まで
の期間、宮内省は連日にわたり明治天皇の
容態を伝える医療公報を出し、新聞や公の
掲示板などが一般の人々に広報した。そし
て明治天皇が生身の人間としての死期に近
づいてくると、政府や宮内省の最高権力者
たちは、壮大な葬儀の準備をはじめた。政
府は天皇の葬儀を行ううえで、皇室の偉大
さすなわち日本の過去の偉大さ、奥深さと
いったものを公に示す必要があると考えた。
［フジタニ1994：122-125］
　こうして明治天皇の葬儀では、葬送の供
奉の者たちが位の高い者も低い者も揃って
宮廷装束 9 を身にまとい、その装いや持ち
物などを通じて皇室の深遠で偉大な過去が
演劇化された。葬送の行進では、天皇を乗
せた轜
じ
車
しゃ
は京都の職人の手で造られたもの
であった［フジタニ1994：127-128］。
　昭和天皇崩御の際も京都の神祇有職工芸
の職人が深く関わっている。葬送の進行の
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際、宮廷装束や道具、轜車などはもちろん
のこと、棺に入れた天皇の身体の下に敷く
玉砂利を模した御
みたまぶくろ
霊袋も神祇有職工芸の職
人によって製作された。この御霊袋は昭和
天皇が危篤状態に陥られてから注文された
ものだったが、御霊袋を製作するというこ
とは、あらゆる場所で天皇の体調回復を願
う加持祈祷などとは真逆の、いわば「天皇
陛下の死支度」を進めていることと同義に
なり、そのことが公になれば不敬とみなさ
れるため、皇室関係者との間で秘密裏に進
められたという。
第３節　即位礼
　天皇の人生儀礼の中で最も重要な儀礼と
いえば即位礼だろう。
　皇位継承は原則として先帝の崩御により
行われる。現行の『皇室典範』でも「天皇
が崩じたときは、皇嗣が直ちに即位する」
と定められている。当日、冕
べん
服
ぷく
（中国式の
特別な礼冠と礼服）姿の天皇が高
たか
御
み
座
くら
10に
昇られると、宣命使が即位の詔を読みあげ
る（現政では天皇自ら　読まれる）。次い
で群臣が再拝舞踏して祝意を表し、武官の
振る旛に合わせて万歳を唱えた。『旧皇室
典範』には、「即位の礼及び大嘗祭は、京
都に於て之を行う」と定められていたが、
戦後の『皇室典範』には、単に「即位の
礼を行う」という規定しかない［菅2001：
36-38］。
　1990年（平成2年）に行われた今上天皇
の即位式では、装束や道具を新調、修復す
るべく神祇有職工芸の職人に多くの仕事が
装束店から発注された。その際、調度品製
作に関わる全ての人（装束店職員や職人な
ど）の戸籍、仕事経験の長さ、技術力など
が調べられ、潔白かつ優秀な人材が仕事を
託された。調査といっても、神祇有職工芸
の職人は代々その家の人間が家業を引き継
ぎ、身元が明らかになっているため、特別
な調査の必要はほとんどなく、ただ高い経
験値と技術力が求められた。特に明治天皇
の即位礼から使われている高御座と御
みちょう
帳台
だい
11の修復作業は、より高度な技術を持つ職
人が担当した。
　即位式は京都ではなく東京の皇居で行わ
れた。その際に、天皇が即位礼で昇られる
高御座と皇后が昇られる御帳台が京都御所
から皇居に輸送されることになった。しか
し、この輸送は大変困難を極めた。当時過
激派テロリストが即位礼を阻止するべく、
高御座と御帳台の破壊を狙っていることが
判明したため、陸路で輸送の予定を急きょ
変更し、自衛隊が空路で運ぶことになった。
そのことは、信用に値するごく一部の人間
にしか伝えられておらず、その中には装束
店の職員はもちろんのこと神祇有職工芸の
職人も数名含まれていた。
第４節　遷宮と伝統技術の継承
　神祇有職工芸の技術継承は、神社の造営
や遷宮などと深く結びついている。
　遷宮とは、神社の本殿の造営または修理
の際に神体を、異なる本殿に移すことであ
る。本殿が異なる境内に新築移転したり、
同じ境内で別の位置に新築移転したりする
際のほか、本殿の修理や新築の際に一時的
に神体を移動する場合にも遷宮といい、定
期的な遷宮を式年遷宮と言う。「式年」と
は「定められた年」の意で、単に「式年遷
宮」という時は、伊勢神宮の神宮式年遷宮
を指すことが多い。
　式年遷宮は神祇有職工芸の技術の継承に
おいて重要な役割を果たしている。御神宝
の製作依頼を受けた神祇有職工芸の職人は、
御装束神宝古儀調査会によって昭和初頭に
作成された設計図に従って厳密に製作する
ことが要求されている。つまり、昭和初頭
の伊勢神宮の式年遷宮によって、神祇有職
工芸の技術の忠実な模造の連鎖のためのプ
ログラムが確立した。更に、20年に一度
という制度化された神社の建て替えによっ
て、伝統と規定された工芸が忠実に複製さ
れ再生を繰り返すというシステムも構築さ
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れたのである［木田2014：179-181］。
　しかし、現在は職人の数が減少している
こともあり、継承しようにも先代が高齢で
とても教えられる状況ではない場合や、設
計図ではなく現物しか残っておらず技術や
手法が不明なため、一から試行錯誤を行っ
て工芸品を作り出さなくてはならない場合
もある。また、2015年には、伊勢神宮と
出雲大社の遷宮が重なり、工芸品の発注が
多すぎて、職人が担いきれない状況になっ
てしまい、深刻な問題となった。
第Ⅲ章　神祇有職工芸協同組合と伝統の継承
第１節　京都神祇工芸協同組合
　京都神祇工芸協同組合は、1974年（昭
和49年）9月に、京都市に拠点をおく工芸
組合12の一つとして設立された。本組合は、
組合員（京都市に事業場を有する神祇調度
工芸品の製造または関連加工を担う者）の
相互扶助の精神に基づき必要な共同事業を
行い、自主的な経済活動を促進し、経済
的地位の向上を図ることを目的としてい
る。組合は、組合員が取り扱う神祇調度工
芸品の意匠、デザイン、品質、技術に関す
る共同研究ならびに新製品開発、神祇調度
工芸品の共同展示、事業に関する協定、組
合員の経済的地位の改善のための団体協約
の締結、組合員の事業に関する経営および
技術改善向上、組合事業に関する知識の普
及を図るための教育および情報の提供、組
合員およびその従業員の福利厚生に関する
事業を行っている［京都神祇工芸協同組合
1974］。
　2018年4月現在、京都神祇工芸協同組合
には49名の組合員が所属しており、この
論文で研究対象としている堀内商店の職人
も所属している。
第２節　京都神祇工芸協同組合青年部
　京都神祇工芸協同組合は、1998年（平
成10年）に、後継者育成を目的として青
年部を設置した。青年部は、次世代を委ね
られた後継者たちが交流し、新たな視野を
身に付けてより良い製品を作るために切磋
琢磨しあうことを目的としている。青年
部の組合員は30代から40代の18名で構成
され（2018年現在）、神具、組紐、冠製作、
漆塗、神鏡などの職人からなる。全員、親
も本組合の組合員である。
　青年部の基本的な活動はその年の会長に
よって左右される。他団体に知り合いのい
る人が会長になれば、交流会や共同プロ
ジェクトの話も出る。会長職は基本的に会
員の持ち回りで、2年交代である。2013年
に組合の設立30周年を記念して、青年部
で作品展を開催した。
　青年部では、神社仏閣や博物館の見学か
ら地方の工芸体験に参加するなどの勉強会
も行われている。全く違う工芸品の職人と
の意見交流をすることが自身の技術の新た
な発見につながるという。
第３節　神祇有職工芸の伝統継承
　神祇有職工芸の継承は家族間で行われる
ことが多い。その大きな理由は、マーケッ
トの規模にある。神祇有職工芸は神事関係、
皇室関係などの狭い範囲で使われる工芸品
である。そのため、職人を増やすことは、
全体の仕事量から考えれば、避けたいこと
である。しかし、神事に関わることを疎か
にすることはできないため、神祇有職工芸
は家族内で継承を続けるように自然と体系
を作り、必要な職人は自分たちの手で育て
ることによって13、最低限の職人数に留め
ているのが現状なのである。
　神祇有職工芸の消費者は一般人ではな
く、神職や皇室関係者であり、さらに言え
ば「真の消費者」は“神様”であるといえる。
神祇有職工芸の職人たちはその仕事柄、実
際に天皇の葬儀や即位式において国家秘密
に関わる事柄に関与せざるを得ないことが
ある。そのため神祇有職工芸の職人は、本
人はもとより身内も犯罪に関わっていない、
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全うな人間であることも求められ、「清浄」
で「潔白」であることが重視されている。
　この「清浄」で「潔白」なことこそ、神
祇有職工芸の職人の最大の特徴といえる。
これは、彼らが人間ではなく“神様”のた
めに仕事をしているからに他ならない。“神
様”は穢れを嫌うため、常に神具などを新
しいものにする必要がある。そして、その
新しいものは「人の手垢がついていない美
しいもの」が特に好いとされている。小さ
な傷や汚れなどはもちろん、他の工芸であ
れば問題なく出荷される細かな綻びであれ、
作り直しを行うのが神祇有職工芸なのであ
る。
　家族間で継承していくあり方は、以上に
見たような「清浄」と「潔白」を受け継
いでいくのにも望ましい形であるといえ
る。神祇有職工芸の職人は、子供のころか
ら「清浄」を「アタリマエ」のことと捉え、
無意識のうちに誰よりも「清浄」や「潔白」
を意識するような生活環境のなかで育つか
らである。
　家族などの狭い範囲での継承にはメリッ
トもデメリットも存在する。メリットとし
ては、競争相手が増えないため安定した仕
事の受注があることや、その仕事を見て
育った人間が後を継ぐため職人育成の時間
が短くなり、より密度の濃い技術の継承が
できることなどがあげられる。デメリット
は、継承者がいない場合、その技術は継承
されずに途絶えてしまうことだろう。必要
最低限の職人に留めている神祇有職工芸は、
継承者がいない場合は永久的に失われてし
まうというリスクを背負っているのである。
第Ⅳ章　神祇有職工芸の工房と伝統の継承
　
　本章では、フィールドワークを行った堀
内商店の仕事と職人についてまとめていく。
第１節　 神祇有職工芸縫製型摺込工房：堀
内商店
（１）堀内商店
　京都市北区にある堀内商店は、神社仏閣
で用いられる門帳などの神祇調度品の型摺
込と仕立てを専門に行っている。現在、神
祇装束は、装束店が数名の専門の職人に作
業工程を分割して発注して一つの商品を作
り上げるという分業システムで製作される
ことが多い。堀内商店もこのシステムに組
み込まれて、装束店から注文を受けている。
しかし、堀内商店の場合は、仕立てから摺
込、製品を完成するまでの全工程を一手に
担うことが多い。縫製の工程と型摺りの工
程を一軒の工房で行うことができるため、
装束店からの注文を他の工房と分担する必
要がなく、他社より素早く品物を仕上げる
ことができる。
　堀内家は、明治頃に暖簾分けで型摺込を
扱う工房として独立した。初代から三代目
までの情報や暖簾分けの詳細について、文
字資料は存在しない。現在、五代目の堀内
益雄が社長である。従業員5 ～ 6人が工房
で働いており、そのほかに自宅で仕立てを
行う職人を4人抱えている。
　堀内商店には、神社などから直接注文が
来ることもあるが、主に装束店から仕事の
依頼が来る。発注元は全国に分布しており、
北野天満宮、上賀茂神社、下賀茂神社など
京都の神社をはじめ、伊勢神宮、出雲大社、
橿原神宮などの京都以外の著名な神社から
も仕事依頼が来る。
（２）堀内商店が扱う商品
　堀内商店には年間約500件の注文が寄せ
られる。これらの注文の大部分を占めるの
は、「千早」と「帳」の二種である 14。そ
の寸法や紋、使用する生地には、さまざま
な種類がある。
　千早は、舞
まい
衣
ぎぬ
とも呼ばれ、巫女が舞を奉
納する際に着る本装束で、白の生
き
絹
ぎぬ
また
は練絹で作られる［手塚1953：92］。帳は、
寺社仏閣の、神殿や社務所、門などの天井
や鴨居から吊るされるものである。御帳台
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なども、この帳を用いて装飾を行っている。
写真1　千早を着るマネキン
第２節　堀内商店が製作する工芸品
　この節では、堀内商店で製作している工
芸品の種類について細述する。
（１）千早
　千早は、年の終わりや祭の時期、遷宮が
行われる年に注文が多く来る。
　丈の長さや摺られる紋で名称が異なる。
摺られる紋は丈の長さに応じて決まってい
るが、基本的には発注通りに製作される。
（ａ）松に鶴
　後ろの丈が長い千早のこと。松に鶴の紋
が摺られる。
図１　松に鶴
写真2　松の紋
写真3　鶴の紋
（ｂ）浦
うら
安
やす
　前の丈が長い千早のことをいう。菊の紋
が摺られる。神楽の一つである「浦安の舞」
から名付けられた。
図２　浦安
写真4　菊の紋
（ｃ）同
どう
寸
すん
　前後の丈が同じ長さの千早を指す。元々
前後同寸の千早は存在していなかったが、
注文により製作するようになった。特に要
望がなければ「白仕上げ」という紋を摺ら
ず縫製だけを行う。発注元の指示通りに作
られる例として紹介する。
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図３　同寸
（２）帳
　堀内商店にくる注文の大半がこの帳であ
る。堀内商店では縫製を行い、型摺込みで
紋をつける作業を行っている。
　帳の大きさや使う布や色、摺る紋などは
装束店や発注元が指定し、その通りに製作
を行う。「のすじ」と呼ばれる、帳に縫い
付けられた細長い布の有無や色、丈の長さ
などで名称が異なり、総称として「帳」と
呼ばれ、基本的には「帳」「門
もんちょう
帳」「壁
かべ
代
しろ
」
の三種類に分類している。
写真5　のすじ（蝶鳥の紋）
写真6　帳に付ける前ののすじ
（ａ）帳
　神殿や社務所などの出入り口、壁などが
ない場所に間仕切りや目隠しの目的でかけ
られる布帛のこと。基本的に、「朽木」の紋、
赤と紫ののすじに「蝶鳥」の紋が摺られる。
写真7　帳
（ｂ）門帳
　門にかけられた、丈の短い帳のことを指
す。
写真8　門帳
（ｃ）壁代
　壁代とは、壁を覆う、又は壁の代わりと
して使用する帳である。のすじが紫、もし
くはのすじを付けないのが通常の帳と違う
点である。しかし、近年は注文者側が帳と
壁代を同じものとして扱う傾向があり、違
いが曖昧になってきている。
（３）御帳台と高御座
　御帳台とは、帳を張った神座のことで、
即位礼では皇后陛下が昇られる。そして、
天皇が即位礼のときに昇られる御帳台が高
御座である［手塚1953：2-3］。
　高御座は明治天皇の時代から使われてき
たが、今上天皇即位の際に、改修作業をし、
金沢の職人が漆を塗り、金装飾を施し、そ
こに新しい帳を垂らした。今上天皇の即位
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礼で用いられた高御座を装飾した帳は、堀
内商店の堀内美枝子が一人で縫い上げたも
のである。
図４　高御座［手塚1953：3］
図５　御帳台［手塚1953：2］
第３節　堀内商店の職人
（１）神祇有職工芸摺込師：堀内益雄
　堀内益雄は、1931年（昭和6年）生まれ、
堀内商店五代目の型摺込職人である。義姉
の紹介で堀内美枝子と見合いをし、61年前、
26歳で堀内家に婿入りした。1992年（平
成4年）に京都市から「京都市伝統産業技
術功労者 15」、2001年（平成13年）に厚労
大臣より「卓越技能章 16」、2013年（平成
25年）には、京都府から「京都府伝統産
業優秀技術者17」として表彰されている。
　益雄は堀内家に婿に来て、初めて型摺
込の仕事を知った。「こんな仕事があるの
か。面白い仕事だ」と感じたという。神祇
有職工芸は一般的な仕事ではない、他には
ない仕事だと、やりがいにも似た気持ちが
あったという。はじめの1年は義理の父で
あり師匠の堀内久三の型摺の仕事を見て学
びながら、布を伸ばしたり、塗料を混ぜた
り、取引先に配達したり集金をしたりして
いた。2年目から型摺の仕事を手伝うよう
になった。
　益雄は近年、手摺の仕事が減少の一途を
辿っていることを嘆いている。数年前ま
では堀内商店に来る型摺の注文は手摺が
100% であったが、現在、手摺は型摺の仕
事の注文のうち20％ぐらいしかない。手
摺よりも安価なプリント型刷に需要が傾い
てしまっているからだという。そうした傾
向は縫製も同様で、安価な化学繊維の布を
用いた製品の注文が増えたことで、ミシン
での縫製が主流となり、手縫いの仕事は少
なくなった。
　彼は、「神事は日本古来からある神聖な
ものです。神社にお参りに行ったら手や口
を清めるでしょう？汚い手や口で神様の前
に行くのはいいことではありません。本来、
神祇有職工芸はそれくらい清い心を持って
仕事をするものなんです」と、仕事にかけ
る情熱を語った。しかし、職人の情熱とは
裏腹に、安価なものが求められているのが
現状である。彼は、今後安価な技術は伸び
るが、高価な技術は益々減少していくと考
えている。より安いものが求められる状況
が続けば、神祇有職工芸は機械化の道を進
み、本来の神聖さが失われ、形だけのもの
になってしまうのではないかと懸念してい
る。
　
（２）神祇有職工芸縫製師：堀内美枝子
　堀内美枝子は、1937年（昭和12年）生
まれ、堀内商店四代目の堀内久三の娘で、
現在は堀内商店の縫製部門を取り仕切って
いる。彼女はその技術を認められ、京都市
から「京都市伝統産業技術功労者」（2006年）
として表彰された、神祇有職工芸の縫製の
世界では有名な人物である。
　美枝子は洛陽女子高校の和裁科に進学し、
その後更に白井洋裁学院に通い、裁縫の技
術を身につけた。若いころから、彼女の縫
製の腕前は折り紙つきで、高校に通いなが
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らも縫製の仕事を任されていたほどであっ
た。家業の帳や千早の縫い方の基礎は、そ
の業界を指揮していた長老から教わったと
いう。美枝子が堀内商店を継いだのは、兄
弟に男性がおらず、彼女が事実上の長女で
あったからという理由だけでなく、彼女が
高い縫製の技術力をもっていたからだと考
えられる。彼女は「和裁も洋裁もやってき
たから、ものを見ただけで縫い方がわか
る」と語っている。この磨き抜かれたセン
スがあったことも、彼女が長く仕事を続け
ていくことになった要因の一つといえよう。
　19歳のときに益雄と結婚し、その後も
縫製の仕事を続けてきた。何事もきっちり
行う性格で、手を抜くことなどない。「神
様の前に出して恥ずかしくない物を作る」
が彼女の口癖である。顧客からの信頼も厚
く、80歳を超えた今でも、美枝子を指名
した仕事の注文が来る。
第４節　堀内商店の技術
（１）堀内益雄の技術
　堀内益雄は、先に述べたように、子供の
ころから型摺込に触れてきた訳ではないが、
26歳で堀内家に婿入りした後、努力を重ね、
優れた型摺込職人となった。
　彼の真価は時代の流れを読み、臨機応変
に対応する柔軟性にある。社寺に照明や暖
房器具が普及し始めると、その熱で帳が燃
えることを防ぐために防炎布などの化学繊
維布を導入し、化学繊維布に合う染料に変
更するなど、時代と共に素材を変化させて
いった。また、10年ほど前に新たな型摺
の技術であるプリント型刷18を導入し、堀
内商店のニーズ拡大に貢献した。プリント
型刷と昔からの手法である布に染料を摺り
込ませる手摺では、使用する道具が異なっ
ており、道具の違いについては後述する。
（ａ）染料
　以前は、米粉を焚いて作った糊に染料を
混ぜたものを作っていたが、化学繊維布に
は定着しにくかったこともあり、10年ほ
ど前から染料会社から購入した染料を、益
雄自身がそれまで使っていた染料の発色と
同一になるように混ぜ合わせ、色を作って
いる。「分量は勘です。その時の気候やら
で入れる糊の量とかも変わってきますか
ら」と益雄は語っている。染料会社から購
入している染料は本繊維布19も痛めないた
め、本繊維布も化学繊維布と同じ会社で
買った染料を混ぜて使用している。手摺用
の染料とプリント型刷用のインクを作り分
けており、同色であってもプリント型刷用
のインクの方が粘り気がある。
写真9　 左側プリント用インク、右側手摺用
染料
（ｂ）刷毛
　手摺の際に用いる、布に染料を摺込ませ
るための道具。友禅染で使われているもの
と同じ丸刷毛である。刷毛屋から購入し、
染料の色ごとに刷毛を変えて使用している。
紋が彫られた型の上に染料のついた刷毛を
置き、円を描くように動かして布に摺り込
んでいく。
　刷毛に着けた染料が多いと紋が崩れ、少
ないと輪郭がぼやけてしまう。適量の染料
を刷毛に付着させるのは、簡単そうに見え
て難しい。ただ上から色を付けるのではな
く、布の繊維に色を入れていくため、力加
減も重視される。力が弱すぎると染料が布
に定着しないが、逆に強すぎると布に傷が
つき劣化の原因になってしまう。
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写真10　手刷に用いられる刷毛
写真11　色分けされた刷毛
写真12　未使用の刷毛
（ｃ）渋
しぶ
型
がた
　堀内商店では、代々受け継がれてきた
約1万5千種類の型を保管、管理している。
これは紋の種類の数であり、紋の大きさや
摺り込む際に使用する染料の色ごとに型を
変えるなど、1種類の紋でも複数の型が必
要なため、保管している型の数は約5万枚
に上る。保管している型の重みに耐えきれ
ず家が傾いたこともあった。型には、「渋
型」と「紗張り」の二種類を使用する。
写真13　型を保管している棚
写真14　紋の種類別に保管
写真15　保管されている型の一部
　渋型は手摺用の型で、柿渋を塗った和紙
を何層にも重ねて、耐水性を強化にした渋
紙と呼ばれる紙を用いる。縫製し終わった
千早や帳の紋を入れる位置に渋型を当て、
そこに刷毛で染料を摺り込んでいく。基本
的に100回から200回使用すると、紙が破
れたり、彫られた紋に染料が詰まったりす
るため、使用頻度の高い渋型は頻繁に換え
る必要がある。
　複雑な紋の渋型は、型彫りを専門にして
いる型屋（友禅染の型なども作っている）
に注文しているが、基本は自分たちで彫っ
ている。この型彫りの作業を「生
なま
彫
ぼり
」とい
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う。生彫は、無地の渋紙に彫りたい紋を摺
り、その紋を彫刻刀で彫り抜いていく。現
在、堀内商店では、彫りやすさを重視して、
彫刻刀ではなくデザインカッターを使用し
ている。
写真16　手摺の様子
写真17　蝶と鳥の紋の渋型と刷毛
写真18　生彫りの様子
（ｃ）紗
しゃ
張
ばり
　紗張は、プリント型刷で用いる型である。
渋型の上から目の粗い絹を張り、その上か
ら漆を塗って紋が型崩れしないようにして
いる。渋型とは違い、紗張はすべて型屋に
依頼して作られる。滅多に破れることもな
く長持ちし、水で洗うことも可能で、紋の
色が変わるたびに新しい型を必要としない
ため、型の数が少なく、管理がしやすい。
　プリント型刷は、刷毛ではなく、木の板
を使ってインクを伸ばし、絹目を通して布
に定着させ、紋を刷る。この技法は、益雄
が T シャツなどの衣服に用いられる、プ
リント印刷をヒントに導入した技法である。
写真19　蝶と鳥の紋の紗張
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写真20・21・22　プリント型刷の様子
（２）堀内美枝子の技術
　縫製の仕事は、美枝子が始めるまで神祇
有職工芸職人の家では行われていなかった。
千早や帳を縫うのは、装束店の奥さんの仕
事であった。美枝子は、一代で堀内商店に
縫製部門を立ち上げ、現在の確固たる地位
を築き上げた。
　美枝子の技術は師匠に教わったものでは
なく、その殆どが独学である。和裁と洋裁
は学校で習ったが、帳や千早の縫い方は基
礎の基礎、ちょっとしたコツぐらいしか習
わなかった。彼女は、古い帳や千早を丁寧
に解体し、それがどのような順に、どう
やって縫われたのかを研究し、技術を身に
着けていった。その結果、失われた技術を
単独で復元、改善させるまでにいたった。
　美枝子は、人生の殆どを縫製の仕事に費
やしてきた。休息も子供との時間も取れな
いほど職人としての仕事があった。18歳
から現在まで、縫製の仕事をし続け、その
蓄積された経験が彼女の技術を向上させた。
彼女は、自分の技術には特別なものがある
わけではないと言う。「なにか特別なこと
があるとしたらこの仕事をしてきた時間や
ろか。私が（神祇有職工芸の縫製の界隈
では）最年長やろうしな。手縫いは本当に
人が少なくなった」と語っている。
　丁寧で仕上がりも美しい美枝子の千早や
帳は、彼女の仕事に対する意識の高さの表
れである。「これ（千早や帳）は見栄えが
大切。格好があかんのは駄目」そう言って、
見栄えが気に入らなかった完成品を、解い
て一から作り直すこともある。
　美枝子の仕事に対する心構えは、彼女の
実績を裏付けている。現在、京都御所に置
かれている、今上天皇の即位礼で用いられ
た高御座を装飾した帳は美枝子が一人で縫
い上げたものである。皇室関連の仕事を任
せられることは、神祇有職工芸の職人とし
て、大変優秀な技術を持っていることの証
明と言える。
写真23　 平成天皇即位礼高御座用帳製作風景
の写真（堀内商店提供）
　美枝子は普段から縫製の仕事に対して、
「着物もそうやけど、千早も帳も裁ち方が
重要。裁ち方八割、縫い方二割ってとこや
な」と言う。千早や帳は一枚ずつ注文され
た寸法に仕上げる。注文された寸法に仕上
がるように、布の用尺を計算、柄や寸法を
合わせ、何度も測り直し、間違いがないよ
うに確認をしてから布を裁つ。特に一品物
の布を使用する場合は、かなりの時間と神
経を布の裁ち方に使う。布が正確に裁たれ
ていれば、手順通りに縫い上げていくだけ
である。この生地を裁つ工程は、何十年縫
製の仕事をしているベテランの職人でも苦
戦することがあり、縫製作業において最も
難しいとも言われているが、彼女の裁った
布は、一切無駄なく、柄や寸法もしっかり
揃っている。
　美枝子は後継者育成にも余念がない。現
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在までに、自身の娘を含めて20人以上に
仕立ての技術を指導している。彼女の指導
を受けた職人は優秀な人が多く、ほとんど
が高齢になるまで続けている。
　
（３） 堀内商店における「伝統」の確立と
継承
　神祇有職工芸型摺込は、50年ほど前に
はいくつかの工房が存在していたが、京都
では現在、堀内商店１軒しか続いていない。
堀内商店が今日まで続いてきたのは、美枝
子の存在が大きな要因の一つであると考え
られる。彼女は堀内商店だけでなく、神祇
有職工芸業界を大きく変化させた。それま
で職人の家で縫製を行うことはなかったが、
美枝子が始めたことにより、神祇有職工芸
並びに堀内商店の職人に「縫製師」が誕生
した。縫製の仕事を「装束店の奥さんの仕
事」から「職人の仕事」へと昇華し、「職
人が行う伝統的な仕事」として確立させた
ことは、非常に大きな功績といえる。美枝
子は、神祇有職工芸で必要な縫製の仕事は
職人の家で行うという、これからも続く伝
統の創始者なのだ。
　また、美枝子は技術面においても、古い
物を解体して製法を調べ、それを後世に残
すため人々に教えるなどしている。弟子
は20人以上おり、そのうち何名かは美枝
子に匹敵するレベルの一流の職人になった
という。特に彼女の一番弟子とも呼べる人
は、美枝子の年齢まで縫製の仕事を続けれ
ば、美枝子を上回る職人になると言われる
ほどの腕前であった。
　一方益雄は、「新しいことを取り入れる
ことによって伝統を守る」ことに長けてい
る。彼はその柔軟な思考を存分に活かして
これまで型摺込の仕事を行ってきた。益雄
が開発したプリント型刷の技法は、これか
らも継承され続けていくだろう。益雄は手
摺の仕事が減ることを誰よりも嘆いている
が、これから先、こうした工芸が生き残る
には時代の流れやニーズを見極めることこ
そが重要だとも感じている。これは商売相
手が固定していて、ライバルが少ない神祇
有職工芸も他の工芸でも変わりなく、職人
はより多くのものを見て知ることが、今後
に繋がっていくのだと益雄は語る。
　堀内商店は現在、縫製部門にも型摺部門
にも確定した後継者がいないのが現状であ
る。縫製部門を担う美枝子には教え子が大
勢いるものの、後継者については頭を悩ま
せている。「できれば娘か孫に継いでもら
いたい」は、美枝子の最近の口癖である。
ただ、堀内商店の縫製部門には腕のいい職
人たちが所属しているため、切迫した状態
にはないといえる。
　一方、型摺部門の職人は益雄一人である。
以前、孫娘の一人が型摺の仕事の跡継ぎに
立候補したが、その際はそれを断った。「型
摺の仕事は刷毛を握り続けるため、手に豆
が出来て歪んでしまうんです。男ならまだ
しも女の子の手が歪んでしまうのは、妻が
いい顔をしないんですよ」と、益雄は自分
の手を見ながら語った。数年前に男孫が型
摺の仕事を継ぐと宣言をしたが、彼はまだ
学生で、本格的に跡継ぎになるかどうかを
決めるのはもう少し先のことになるようだ。
結論　 現代日本における神祇有職工芸の伝
統とその継承
　神祇有職工芸品は限定的な場所でのみ用
いられる物であり、注文を受け商品を製作
するという点では他の工芸と変わりないが、
産業として地域や国の経済に貢献すること
はあまり期待ができない。それは然るべき
場所で使われ飾られることによって価値が
生まれる工芸品であるため、美術館に展示
されたり個展などを開いて一般に公開する
ような芸術作品とも少し違う。神祇有職工
芸は、地域や国の経済を豊かにすることも、
芸術として鑑賞されることもないに等しい
が、それ以外に重要な役割を持った工芸で
ある。
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　明治期、世界と競う上で、日本ははるか
昔から変わらぬ文明がある国であると誇示
する必要があった。そこで政府は神道と皇
室で行われる神事や行事、儀礼などに注目
した。それにともない、日本文化の伝統に
欠かせない装束や道具を製作する神祇有職
工芸は、伝統的な工芸の一つとして確立し
た。
　現在生き残っている手仕事は、工芸をは
じめとして民芸、手芸、あるいは技芸とい
うように、独自の呼称をもつ。手工芸の意
味は「手づくりの温かみ」や「素材の美し
さ」のように、心の癒やしや安らぎに関す
るものが主流であるのかもしれない。しか
し、同じ工芸ではあるものの、神祇有職工
芸の場合には、一般の工芸に求められてい
る「手づくりの温かみ」のような意味は求
められていない。神祇有職工芸の消費者は
“神様”であり、真に求められるのは神道
の精神に則った清らかさ、つまり「清浄」
である。
　神祇有職工芸の職人たちは、「清浄」で
「潔白」であることが重視されている。彼
らは常に「神様の前に出して恥ずかしくな
い物を作る」ことを前提に仕事をしている。
神祇有職工芸の職人は、「清浄」や「潔白」
を意識する生活環境の中で育つ。それ故に、
神祇有職工芸の技術は家族内で受け継がれ
ることが、最適だと捉える人も多い。また、
家族などの狭い範囲での継承は、安定した
仕事の受注や、職人育成の時間の短縮、よ
り密度の濃い技術の継承ができる。
　しかし、継承者がいない場合、その技術
は継承されずに途絶えてしまうことだろう。
最低限の職人数に留めている神祇有職工芸
は、継承者がいない場合、その技術が永久
的に失われてしまうというリスクを背負っ
ている。
　神祇有職工芸は今後も、目覚ましく発展
することも大きく事業が拡大することもな
いだろう。確かに、皇室や神社がなくなら
ない限り、その需要が途絶えることはな
い。しかし、近年、マーケットの狭さと世
襲による人材の確保の厳しさ、高度な技術
の継承の難しさによって、神祇有職工芸の
職人達は限界を感じはじめている。さらに
昨今、神祇有職工芸の発注元である神社が、
より安い物を求める傾向にある。神社や寺
をはじめとする宗教施設に経済面で格差が
広がり、高価な工芸品が購入出来ない神社
も増えてきているが、比較的裕福な神社で
も、安価な物を求めるようになってきてい
る。安い物を作るとなると、手間のかかる
高度な技術を用いることができない。日常
的に使われなくなれば、高度な技術は衰退
を余儀なくされてしまう。しかし、皇室や
伊勢神宮、出雲大社などで扱われる調度品
には、やはりある程度のレベルの物が求め
られる。神祇有職工芸の職人は、このある
程度のレベルの物をつくるため、すなわち
自分たちが「恥じない」物を作るために、
ギリギリのところで衰退しそうな技術を保
持し、日本の伝統工芸を継承し守ろうとし
ている。神道や皇室の儀礼や儀式という日
本を象徴する伝統は、こうした個々の職人
たちの矜持によって支えられているのであ
る。
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注
１）宮内省は1869年（明治2年）に設置され、
1947年（昭和22年）に宮内府、1949
年（昭和24年）に宮内庁と改称された。
２）御寮織物司とは、室町末期に京都西陣
の「大舎人座」という染織業者の組合
の中から任命された井関二家、和久田、
中西、階取、久松の六家からなる、衣
装や設備の設営を担当する役人のこと
である。江戸時代、これらの家で織ら
れた布地をもとに、幕府御用の狩衣な
どは幕府呉服所の後藤縫殿助が縫製に
あたり、禁中・院そして幕府の高位服
（束帯など）は山科家の呉服所で縫製
された。
３）『儀式帳（皇大神宮儀式帳）』は皇大神
宮（伊勢神宮内宮）の行事や儀式を記
した文書である。
４）『延喜太神宮式』は平安時代中期に編
纂された古代法典である。
５）太政官符とは律令制のもとで太政官が
管轄下の諸官庁・諸国衙へ発令した正
式な公文書である。
６）京都絞り工芸館は、絞り染め美術館の
見学と、絞り染め体験ができる施設で
ある。2001年に開館した。
７）京都伝統工芸大学校は、京都伝統工
芸産業支援センターの支援を受けて
1994年に設立された、2コース11専攻
の伝統工芸専門学校である。
８）NPO 法人京都匠塾は、職人を目指す
人に、独立創業の支援、活動舞台の拡
大、業界情報の活性化などを行う団体
である。
９）天皇の葬儀で用いる宮廷装束には麻を
ねずみ色に染めた布を使用する。
10）高御座については第Ⅳ章第１節で論じ
る。
11）御帳台については第Ⅳ章第１節で論じ
る。
12）京都府に拠点をおく工芸組合には他に、
西陣工芸組合、京友禅協同組合連合会、
京都府仏具協同組合など京都府を拠点
とした工芸組合がある。
13）伝統工芸の技術を学ぶことができる京
都伝統工芸大学校が存在するが、神祇
有職工芸はこの学校のカリキュラムに
含まれていない。
14）堀内商店には、千早や帳以外にも神輿
飾りや法被のネーム摺りなどが発注さ
れるときもある。
15）京都市伝統産業技術功労者は、卓越し
た技術を有し、長年京都の伝統産業の
発展に功労のあった、優秀な技術者を
顕彰している。「京の名工」とも呼ば
れる。
16）卓越技能章とは、通称「現代の名工」
と呼ばれ、都道府県知事などが推薦し
た者のうちから、厚生労働大臣が技能
者表彰審査委員の意見を聴いて、極め
て優れた技能を有する者、現に表彰に
係る技能を要する職業に従事している
者、技能を通じて労働者の福祉の増進
及び産業の発展に寄与した者、他の技
能者の模範と認められる者の四つすべ
ての要件を充たす者が選ばれる。
17）京都府では昭和36年から、長年にわ
たり伝統産業に従事し、優れた技術を
もってその発展を支えてきた職人を
「京都府伝統産業優秀技術者―京の名
工―」として、知事表彰している。京
都市伝統産業技術功労者と同じくこち
らも「京の名工」と呼ばれている。
18）プリント型刷では、コピー機のよう
にインクを乗せて模様を付けるため、
「摺」ではなく「刷」という漢字が使
われている。
19）本繊維布とは、羽二重や絹、緞子など
の天然素材を使用した布のこと。
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